
資料６

中野区ユニバーサルデザイン推進計画（第２次）素案【概要版】

第１章 計画の基本的な考え方（本文ｐ２）

○ 区は、平成３０年に「中野区ユニバーサルデザイン推進条例」、令和元年に「中野区ユニ

バーサルデザイン推進計画」を策定し、取組を進めてきた

○ 計画期間の終了に伴い、この間の社会情勢等を踏まえ、さらなる効果的な施策を実施・

推進するために、推進計画（第２次）を策定する

○ 「中野区基本計画」を上位とする個別計画とし、令和６年度から令和１０年度までの５

か年を計画期間とする

第２章 ユニバーサルデザインの考え方（本文ｐ６）

○ ユニバーサルデザインとは、年齢、性別、個人の属性や考え方、行動の特性等にかかわ

らず、全ての人が利用しやすいようあらかじめ考慮して都市及び生活環境を設計するこ

と（「中野区ユニバーサルデザイン推進条例」より）

○ 障害のある人や高齢者等のニーズに応えながらバリアフリーの取組を推進することが

ユニバーサルデザインにつながる

○ 「障害の社会モデル」を浸透させ、ユニバーサルデザインの推進に取り組む必要がある

○ ハート（心のバリアフリー）が、区のユニバーサルデザインのすべての取組の根底

第３章 計画の展開（本文ｐ１０）

○ 「中野区ユニバーサルデザイン推進条例」において、ハード、ソフト、ハートという３

つの面から基本理念を規定

○ 本計画では「ユニバーサルデザインの理解と実践が進んだまち」を目指し、基本理念ご

とに目標（目指すべき将来像）を設定

基本理念 目標（目指すべき将来像）

ハ
ー
ド

支障なく円滑に利用で

きる都市基盤・施設の整

備の推進

l 安全で快適な歩行空間が整備されている

l 誰でも利用しやすい公共交通が整備されている

l 誰でもわかりやすい標識・サインが整備されている

l 誰でも利用しやすい施設が整備されている

ソ
フ
ト

平等かつ円滑に利用で

きる商品・サービスの提

供の推進

l 誰もが使いやすいサービスや商品が普及している

l 誰もがいつでもどこでも必要とする情報を容易に

得られている

l 一人一人に合ったサービスが提供されている

ハ
ー
ト

一人一人の個性や多様

性が理解され、かつ、尊

重され、様々な人が支え

合うための理解の促進

l 心のバリアフリーの重要性への理解が広がってい

る

l ユニバーサルデザインの考え方が理解されている

l 様々な個性や多様性が尊重されている
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基本理念：ハード

Ø 現状と課題（本文ｐ１４）

ž 多くの人が往来する中野駅周辺では、すべての人が使いやすい施設や空間が求められ

ている

ž 公共施設は最新のユニバーサルデザインを取り入れることが重要で、施設設計段階で

当事者等の意見を取り入れ、継続的な点検と改修のしくみが必要

Ø 施策の方向と成果指標（本文ｐ１５）

Ø 主な取組（本文ｐ１６）

施策の方向 成果指標
現状値

(R4)

目標値

(R10)

１
利用しやすく安全で快適な

みち・公園づくり

バリアフリー基本構想で設定

した歩道の整備率
55.5% 66.4%

２
円滑に移動できる

交通環境づくり

区内移動の快適性に関する

満足度
61.2% 68%

３
利用しやすく配慮された

区有施設づくり

整備・改修する施設の新しい点

検の実施件数（R6 からの累計）
- 10 件

４
利用しやすく配慮された

民間施設・住宅づくり

バリアフリー基本構想で設定

した特定事業の整備率
63.0% 78.7%

主な取組 主な事業（本文から一部抜粋）

1-1
安全で快適に通行できる

道路・空間の整備

中野駅周辺・西武新宿線沿線まちづくり、道路バリ

アフリー化、放置自転車対策、自転車マナー向上

1-2
安全で快適に利用できる

公園の整備

ユニバーサルデザインに配慮した園路やトイレの改

修、遊具の更新、公園のルールづくり

2-1
わかりやすい案内表示の

充実

公共サインの整備（ピクトグラムの導入、多言語化）

2-2
円滑に移動できる交通

サービスの検討・実施

交通弱者等が円滑に移動できる環境整備の検討、シ

ェアサイクルの普及促進

2-3
利用しやすい駐車場・

自転車駐車場の整備

東京都のガイドラインに基づく駐車場の整備促進、

自転車の多様化に合わせた自転車駐車場の整備

3-1
利用しやすい区有施設の

整備・改修

区有施設や小中学校の整備・改修、ユニバーサルデ

ザインに配慮した庁舎、評価・点検のしくみ構築

3-2
最新のユニバーサルデザ

インに関する研究

最新のユニバーサルデザインの研究、施設整備等へ

の反映の検討

4-1
利用しやすい民間施設の

誘導・整備の支援

ユニバーサルデザインに配慮された施設の誘導、商

店街への周知・情報提供、公衆浴場改修経費補助

4-2
快適に暮らせる住宅の誘

導・整備の支援

障害者・高齢者住宅改修費用の一部給付、セーフテ

ィネット住宅の普及促進

現状と課題、施策の方向、成果指標、主な取組
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基本理念：ソフト

Ø 現状と課題（本文ｐ２２）

ž ＤＸが進む一方で、ＩＣＴを活用した手続き等が困難な方への対応が課題となり、「人

手による支援」等の選択肢の用意が必要

ž 情報が得にくい人に対する配慮も一層求められており、ピクトグラム、やさしい日本

語の活用、多様な意思疎通支援等の整備が必要

Ø 施策の方向と成果指標（本文ｐ２３）

＊平成３１年度から令和４年度までの累計値

Ø 主な取組（本文ｐ２４）

施策の方向 成果指標
現状値

(R4)

目標値

(R10)

５
利用しやすくわかりやすい

区のサービスづくり

行政手続における電子申請の利

用割合
73.5% 85%

６
参加しやすい地域の場づく

り

区民活動センター集会室利用率

（１５施設の平均）
40.9% 55%

７

地域における利用しやすい

サービス・商品づくり

ユニバーサルデザイン関連のセ

ミナー参加者数（創業支援・啓発

等）（R6 からの累計）

－ 200 人

８

わかりやすい情報を簡単に

得られる環境づくり

情報発信のユニバーサルデザイ

ンガイドラインに基づく見直

し・改善数（R6 からの累計）

682 件＊
1,000

件

主な取組 主な事業（本文から一部抜粋）

5-1
円滑に利用できる

サービスの充実

多言語通訳・翻訳、新庁舎フロア案内、外国人相談

窓口の設置、電子申請等の拡大、オンライン相談

5-2
災害・緊急時の迅速な情報

提供と要配慮者への支援

災害時等発信情報の多言語化、多様な避難者に対応

可能な避難所運営の検討、要配慮者等訓練参加促進

6-1
参加しやすい環境整備 ＩＣＴを活用した施設の利便性向上（Free Wi-Fi

等）、オンライン講座の開催、手話通訳者等の派遣

6-2
スポーツ・健康づくりを楽

しめる環境整備

障害者や高齢者、子どもをはじめすべての人が楽し

める環境整備、なかの元気アップ体操ひろばの実施

6-3
学びを楽しめる環境整備 区民活動センター・児童館・歴史民俗資料館等運営、

図書館における障害者・高齢者向けサービスの充実

7-1
便利で魅力ある商店街の

整備

商店街多文化対応事業の支援、キャッシュレス化・

取引のデジタル化の支援

7-2
ユニバーサルデザインに

資する事業創出の支援

ユニバーサルデザイン関連創業等支援セミナーや相

談等の実施

7-3
事業活動における意識向

上機会の促進

商業者向け障害者等対応セミナー実施、ユニバーサ

ルデザインに取り組む企業のインセンティブの検討
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基本理念：ハート

Ø 現状と課題（本文ｐ２８）

ž ユニバーサルデザインの普及啓発事業は、さらなる取組が必要

ž 多文化共生、障害者理解等の普及啓発や、ユニバーサルデザインの理念、心のバリア

フリーの重要性を広める取組を一層充実させ、浸透させることが必要

Ø 施策の方向と成果指標（本文ｐ２９）

＊平成３１年度から令和４年度までのユニバーサルデザインサポーター養成者の累計値

主な取組 主な事業（本文から一部抜粋）

8-1
ＩＣＴを活用した区政情

報等の発信

多様な方法で効果的な情報発信、地域のユニバーサ

ルデザイン情報等を検索可能なシステム環境の整備

8-2

デジタルデバイドの解消

に向けた取組

パソコン・スマートフォン教室等の開催、町会・自

治会等公益活動のＩＣＴスキル向上のための費用助

成

8-3
ユニバーサルデザインに

配慮した広報物等の作成

既存広報物等の点検・見直し・改善、「やさしい日本

語」ガイドラインの作成、「やさしい日本語」の広報

8-4
情報を得にくい人への

支援

情報のバリアフリー化

施策の方向 成果指標
現状値

(R4)

目標値

(R10)

９

違いを超えて尊重しあう心

を育む教育環境づくり

学級生活をよりよくするために

学級会（学級活動）で話し合い、

互いの意見のよさを生かして解

決方法を決めていると思う児

童・生徒の割合

小 6:

69.9%

中 3:

79.9%

小 6:

75%

中 3:

85%

10

ユニバーサルデザイン推進

の担い手づくり

ユニバーサルデザインサポータ

ー養成者及び区民向け障害平等

研修参加者の延べ人数（R6 からの

累計）

153人＊ 500 人

11
ユニバーサルデザインの考

え方を広げるしくみづくり

ユニバーサルデザインの認知度
60.7% 75%

12

個性や多様性を大切にする

意識づくり

障害のある人に対する理解が

「ある程度進んでいる」、「十分

に進んでいる」と回答した人の

割合

31.9% 41.9%
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Ø 主な取組（本文ｐ３０）

第４章 計画推進の取組（本文ｐ３４）

○ 継続的に評価・点検を行い、施策の改善・向上（スパイラルアップ）を図る取組を推進。

具体的には次の取組を実施。

l 有識者等による評価・点検のしくみの構築

l 区職員への継続的な教育

l 進行状況の把握・公表

l ユニバーサルデザインに関する意識調査の実施

l 計画改定時における審議会の設置

l ユニバーサルデザインに係る要望・相談状況調査の実施

主な取組 主な事業（本文から一部抜粋）

9-1
学校等におけるユニバー

サルデザインの推進

人権教育・道徳教育、特別支援教育への理解促進

9-2
指導方法の充実によるわ

かりやすい授業の実施

校内研究の活用、教職員向け研修

10-1
区職員の理解促進 ユニバーサルマナー研修、「やさしい日本語」研修、

職員向け障害平等研修

10-2
ユニバーサルデザイン推

進を担う地域人材の養成

ユニバーサルデザインサポーター養成講座、区民向

け障害平等研修、多様な意思疎通支援者の養成

11-1
区民・事業者に対する普及

啓発

事業者向けユニバーサルデザイン講座、区民向け障

害平等研修、ユニバーサルデザイン普及啓発

11-2
区民団体等による普及啓

発の取組の支援

政策助成において、「ユニバーサルデザインへの配

慮」を組み入れた活動を行う区民団体等を支援

12-1
人権擁護・男女共同参画推

進のための普及啓発

人権講演会、人権パネル展、男女週間関連事業（講

演会、パネル展等）、情報誌等による普及啓発

12-2
多文化共生推進のための

普及啓発

やさしい日本語出前講座、国際理解講座、国際交流

協会の支援、姉妹都市等自治体との交流

12-3
障害者に対する理解促進

のための取組

障害者施設等における交流事業への支援、区民ふれ

あい運動会、ヘルプカード・ヘルプマーク啓発事業

12-4
性的少数者に対する理解

促進のための取組

パートナーシップ宣誓の運営・周知、性的マイノリ

ティ区民講座


